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す
る
こ
と
で
も
合
意
に
達
し
て
い
る
。
生

乳
の
生
産
割
当
制
度
は
15
年
に
、
砂
糖
に

つ
い
て
は
17
年
に
そ
れ
ぞ
れ
廃
止
さ
れ
る

見
込
み
だ
。
結
果
と
し
て
、
生
産
割
当
制

度
に
よ
る
補
助
金
が
農
業
政
策
か
ら
姿
を

消
す
こ
と
に
な
る
。

オ
ラ
ン
ダ
は
農
産
物
輸
出
国
で
あ
る
た

め
、
こ
の
輸
出
制
限
の
撤
廃
が
経
済
に
良

い
刺
激
を
与
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。
今
後
、
農
業
者
や
農
産
物
関
連
会
社

は
市
場
動
向
へ
の
迅
速
な
対
応
と
、
革
新

的
な
技
術
や
ア
イ
デ
ア
が
必
要
な
よ
り
厳

し
い
競
争
社
会
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
し
か
し
一
方
で
、
農
業
者
の
高
齢
化

に
関
し
て
政
府
は
若
年
層
の
農
業
者
へ
の

財
政
支
援
を
行
な
う
。

ま
た
、
農
業
者
に
対
す
る
全
国
一
律
単

価
に
よ
る
耕
作
面
積
払
い
制
度
を
導
入
す

る
た
め
の
段
階
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て

も
Ｅ
Ｕ
で
合
意
に
達
し
た
。
さ
ら
に
、
農

業
者
団
体
が
業
界
の
規
則
を
定
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、
動
植
物
の

衛
生
や
食
品
安
全
の
た
め
、
農
業
者
団
体

が
追
加
規
則
を
導
入
で
き
る
よ
う
に
な

る
。
つ
ま
り
、
動
植
物
疾
病
発
生
時
に
業

界
全
体
の
利
益
を
守
る
た
め
に
必
要
な
措

置
を
講
じ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

以
上
の
新
し
い
政
策
は
オ
ラ
ン
ダ
政
府

か
ら
Ｅ
Ｕ
理
事
国
へ
提
案
し
た
項
目
に
な

る
。
そ
れ
か
ら
し
て
わ
か
る
よ
う
に
、
オ

ラ
ン
ダ
は
Ｅ
Ｕ
の
農
業
分
野
を
け
ん
引
し

て
い
る
国
の
一
つ
だ
と
い
え
る
。

Ｅ
Ｕ
は
13
年
６
月
、
こ
れ
ま
で
と
は
異

な
る
、
14
～
20
年
に
か
け
て
の
Ｃ
Ａ
Ｐ

―
―

Ｅ
Ｕ
の
共
通
農
業
政
策
。
具
体
的
に

は
60
年
に
始
ま
っ
た
Ｅ
Ｕ
域
内
で
の
農
業

補
助
に
関
す
る
政
策
の
こ
と―

―

の
基
本

合
意
に
達
し
た
。
従
来
の
生
産
割
当
制
度

や
市
場
介
入
措
置
、
所
得
補
償
を
軸
に
し

て
き
た
政
策
か
ら
グ
リ
ー
ン
化
と
市
場
志

向
、
新
技
術
が
中
心
と
な
る
。

こ
れ
を
受
け
て
オ
ラ
ン
ダ
で
は
国
レ
ベ

ル
の
グ
リ
ー
ン
化
措
置
が
導
入
さ
れ
た
。

同
国
が
14
～
20
年
の
期
間
に
Ｅ
Ｕ
か
ら
農

業
向
け
に
配
分
さ
れ
る
資
金
は
合
計
約
60

億
ユ
ー
ロ
（
当
時
の
レ
ー
ト
で
約
７
７
２

１
億
円
）
で
、そ
の
う
ち
54
億
ユ
ー
ロ
（
同

約
６
９
４
９
億
円
）は
直
接
支
払
い
向
け
、

６
億
ユ
ー
ロ
（
同
７
７
２
億
円
）
は
農

村
開
発
向
け
の
予
定
だ
。
農
業
者
は
、
３

つ
の
標
準
的
な
グ
リ
ー
ン
化
措
置―

―

輪

作
、
草
地
の
維
持
、
価
値
の
あ
る
景
観
の

管
理―

―

、
も
し
く
は
農
業
保
全
、
そ
の

他
代
替
措
置
を
通
じ
た
グ
リ
ー
ン
化
を
選

べ
、
認
可
さ
れ
た
有
機
農
場
も
グ
リ
ー
ン

化
奨
励
金
の
対
象
に
な
る
。
ま
た
、
農
業

者
の
協
同
組
合
に
よ
る
グ
リ
ー
ン
化
措
置

の
共
同
実
施
も
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
協

同
組
合
は
地
域
の
堤
防
を
共
同
で
管
理
・

維
持
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
り
、
管
理

の
質
が
高
く
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

Ｅ
Ｕ
は
今
回
、
生
産
制
限
措
置
を
廃
止

オ
ラ
ン
ダ
の
農
業
・
自
然
・
食
品
安
全

省
は
、
食
品
安
全
性
、
食
品
品
質
、
動
物

愛
護
、
土
地
使
用
、
そ
し
て
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
お
け
る
農
業
の
役
割
に
関
し
て
、

現
代
社
会
の
需
要
に
合
わ
せ
て
日
々
改
善

に
努
め
て
お
り
、
持
続
可
能
で
国
際
競
争

力
の
あ
る
農
業
を
促
進
し
て
い
た
。
し
か

し
、
上
記
の
Ｃ
Ａ
Ｐ
の
改
革
を
後
押
し
す

る
か
の
よ
う
に
10
年
10
月
か
ら
経
済
省
の

中
に
こ
の
農
業
・
自
然
・
食
品
安
全
省
が

融
合
さ
れ
、
現
在
は
経
済
省
が
経
済
、
工

業
、
鉱
業
、
貿
易
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
、

農
業
、
漁
業
、
観
光
業
分
野
を
担
っ
て
い

る
。
こ
の
改
変
で
農
業
分
野
だ
け
に
と
ど

ま
ら
ず
、
他
部
門
と
関
連
し
た
包
括
的
な

政
策
が
策
定
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
互
い

に
協
力
関
係
を
築
き
や
す
く
な
っ
た
。
同

じ
傘
下
で
協
議
す
る
こ
と
で
よ
り
迅
速
で

協
力
的
に
物
事
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
確
か
だ
ろ
う
。

紀平真理子のオランダ通信
プロフィール
1985 年、愛知県名古屋市生まれ。南山大学外国語学部スペイ
ンラテンアメリカ学科卒業後、コンタクトレンズメーカーで国
内・海外業務に携わる。夫の駐在帯同で 2011 年 12 月からオ
ランダのアムステルダム市に在住。父の家庭菜園を見て農業に
興味を持っていたこともあり、すべてにおいて実利的で交渉上
手なオランダ人によるオランダ式農業に魅了されたという。

オランダの
農業政策（後編）

第14回

オランダの農村風景（本文とは関係ありません）

オ
ラ
ン
ダ
の
政
府
組
織

２
０
１
４
年
以
降
の
Ｃ
Ａ
Ｐ
政
策


